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ま全上のご注 意 

このたびは、本機をお買いホめいたださまして、誠にありがとラございます。 

ご使巧の前に、 r 安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

本書はお読みになったをを大切に保管して<ださい。 

給表のしついて 

この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々 
への危害や巧をへの損害を未然に防止するため、いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は次のよラになっています。 


么警告 

この表示を無視して誤った取巧いをすると、人び死こまたは重傷を負ラ危険び想 
定される内容を示しています。 

心主意 

この表示を無視して誤った取扱いをずると、人び傷害を負ラを隙げ想をされる巧 
容および物的損害のみの発生び想定される巧容を示しています。 


給表示の例 

A 記号は「気をつけるべさこと」を意陈しています。（左の例は感電を意） 

0 ® 記号は r し口まいけないこと」を意なしてし巧ず。（左の例は分解禁止） 

C 参記号は r しなければいけないこと」を意巧してしほす。（だの例はプラグをコンセントか 
6巧く） 


A 警告 


煙、臭い、発熱などの異常について 

0 煙び出ている、へんな臭いびする、発熱しているなどの異常状態のまま使巧しないで<だ 
ごい。そのまま使用すると、火^ •感電の原因となります。すぐに次の処置を行ってくだ 
ごい。 

1. 雷源スイッチを切る。 

2. AC アダプターをコンセントか!5巧く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ.ヴービスステーシヨンに連絡する。 


AC アダプターについて 

O AC アダフターは使いかたを誤ると、义災-感電の原因となります。 

次のことは必ずお守りください。 

-必ず付属品を使用する 

• 電源は、 AC 100 V (己 0/60 HZ ) のコンセントを使用する 

• 1つのコンセントにい<つちの電気製品をつなぐ、いわゆるタコ足目日線をしない 


AC アダプターについて 

Q AC アダフターは使いかたを誤ると、傷びついたり破損して、火が•感電の原因となりま 
す。次のことは必ずお守り <ださい。 

•重いちのをませた0、加熱しない 
.力□王したり、無理に巧げない 
.ねじったり、引っ張ったりしない 

• 電源コード/ AC アダプターのプラグび傷んだ6お買い上げの販売店またはカシオテ 
クノ-サービスステーションに連絡する 


A 警告 


AC アダプターについて 

濡れた手で AC アダプターやプラグに强れないでください。 
y 感電の原因とな0ます。 


水、異物はさける 

水、巧体、異物(金属片など)び本機巧部に入ると、义災■感電の原因となります。すぐに 
次の処置を巧ってください。 

1 . 電源スイツチを巧る。 

2. プラグをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ-ヴービスステーションに連絡する。 


分お•改造しない 

本機を分解-改造しないで<ださい。感電 • やけど-けびをする原因とな D ます。 

^ 内部の点検.調整-修理はお買し上げの販売店またはカシオテクノ-ヴービスステーシヨ 
ンにご依頼 <ださい。 


落とさない、ぶつけない 

0 本機を落としたとさなど、破損したまま使用すると乂災■感電の原因とな0ます。すぐに 
次の処置を巧ってください。 

1.雷源スイッチを切る。 

2.プラグをコンセントか5巧く。 

3.お買い上げの販売店またはカシオテクノ-サービスステーションに連絡する。 


袋をかぶ S ない、飲み&まない 

0 本機び入っていた袋をかぶったり、飲み込んだりしないでください。 

害意の原因となります。特にルさなおモ様のいるご家庭ではごミ主意ください。 


义中に投入しない 

0 本機を火中に巧入しないでください。 

破裂による义が-けびの原因となります。 


インクおよびプ U ントカート1」ッジについて 

〇 •インクび目に入ったり巧膚に付着しないよラにごま意<ださい。 

目に入った D 、 皮膚に付着した場合は、すぐにがで洗い流して<ださい。 

万一、異状びある場合は、直ちに医師にご相談ください。 

•インクを誤って飲まないようにごミ主意ください。 

インクの成分には、硝酸塩び含まれております。万一、インクを软み込んだ場合は、直 
ちに医師にご相談ください。 

• フリントカート U ッジは、お子さまの手の届かない所に保管して < ださい。 

. フ IJ ントカート U ツジは、改造および再利用しないで<ださい。 


A ま意 

AC アダプターについて 

0 AC アダフターは使いかたを誤ると、 火災- 感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

.ストープ等の熱器具に近づけない 

. プラグを巧くときは、 AC アダプターのコードを引っ張5ない(必ず AC アダプターを 
持って巧 <) 


AC アダプターについて 

O AC アダフターは使いかたを誤ると、义災-感電の原因となることびあります。 

次のことは必ずお守りください。 

. プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
• 旅行などで長期間使用しないときはフラグをコンセントか5巧く 
. 使用後は本体の電源スイッチを切り、フラグをコンセントか5抜く 
•プラグの刃と巧の周辺部分にほこ0びたまらないよラに、コンセントか5巧いて、年 
1回政上清掃する 


不安定な場所に置かない 

Q ぐらついた台の上や高い栅の上など、不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりして、けびの原因となることびあ0ます。 


置さ場所について 

本機を次のよラな場所に置かないでください。义巧-感電の原因となることがあ0ます。 

• 湿気やほこ D のをい場所 
. 調理台のそばなどミ由煙び当たるよラな場所 

•暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直射曰光びあたる場所、が天下の車中など 
本機び高温になる場所 


重いをのを置かない 

0 本機の上に重いちのを置かないでください。 

バランスび<ずれて倒れた D 、 落下してけびの原因となることがおります。 


表示画面について 

0 - 液晶表示画面を強く巧したり、強い衝隻を与えないでください。 

液晶表示画面のガラスび割れてけびの原因となることびあ D ます。 

•液晶表示画面び割れた場合、表示画面内部のお体には絶対に贈れないで<ださい。皮膚 
のが症の原因となることびあ D ます。 


大切なデータは控えをとる 

〇 本機に記憶させた内容は、ノートに書くなどして本機とは別にがず控えを残してくださ 
し、。本機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容び消えることびあります。 


コネクター部への接続 

0 メモリーカー ド挿入 □や Piet 己 ridge 用 コネクターなどのコネクター 部には、指定！; ■(が の 
物を接続しないでください。火ぶ-感電の原因となることびあります。 


•偉利音が存在する画像などは、個人として利用ずるほかは、善作権ま上、その複利音に無断で使 
用でをません。 

•紙幣、有価詔券などの中には、その複写物を巧有ずるだけでを罰は5れるものをあります。 


テレビ • ラジオのそばでのご度田について 

I この装置は.情®®巧装置等星波障害自主規制協*を (VCCI) の空準に夏ゴ<クラス B 情律巧術装置でず。 

この装置は.家庭環境で使巧することを目的としていまずび、この装置びラジオやテレビジョン受信なに近接して巧 
巧さ n ると、受信障害を引きちこすことびあ0ます。 

巧扱説巧書に巧って正しい取0巧いをしてください。 


本書の内容に閣しては、巧巧予告なしに変更ずることびあ0まず。 

本書の内容については万全を巧して作成いたしましたび.万一す至な点や誤0など、お気付をのことびあ D ま 
したらご運铅くだごい。 

本書の一部または全部をおがで垣写することは禁止ご〇ています。 また' 個人としてご利巧になるほかは，吾 
巧僅る上，当社におがでは使用でさませんのでごを意ください。 

巧一.本提使用によ D をじた損害.逸巧利巧または第兰音か5のいかなる請巧についてを、当社では一切その 
責任を負えませんので.あらかじめご了承くだごい。 

巧厚、侵 S. 里あ消耗等に起因するで章の消失による，損害および逸失利なまにつさまして，当社では一切そ 
の責巧を負えませんので，あ6かじめご了承ください。 
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こんなとをは、どの説明書を読む？ 


巧いおめるおおは 
でまていますか？ 




み < ださい 


本格をお植いいただ<ための準捐に 
ついて説明しています。 


本樓の使いかたをイラストでわかり 
やすく訊明しています。 

すぐに写真やはがさの印刷をしてみ 
たいといラとさに、お読み < ださい。 

-はびを印則扁 

巧ちの登録と印刷、イラスト入り 
の年賀状の作 D かた 
-デジタル旱宫印刷篇 
写真の印刷と写真入日の年賀巧の 
作りかた 


♦义字の入力のしかたを知日たい 
•巧名面の作0かたについて知りたい 
• で面の作りかたについて、もっと巧りたい 
•デジタルカメラで撮った写真を印刷し 
たい 

♦おがの調子がおかしい？ 


»どんなイラストやデザインがあるか 
巧0たい 



A 雨瓶化^組‘;端閣 

本機の機能をフルま巧するたゆの説 
巧が載っています。 

お能別に説明してし、るので、目次や 
索弓 I で使いたいおおがすばやく探せ 
ます。 


本樹こ內蔵されてし巧はびさのデヴ 
インやイラスト-見出しび経なされ 
ていまず。 

r デザインカタ□グを見なび6選び 
ましよ5」と書いてちるとさは、こ 
のカタログを見なび6還んでくださ 
し、。 


取扱説明書総合編の読みかた 




-■マークの意味- 

操作を進めてい < ラえで必ずずつてほしいま意や、でさないことなどび書か； n ていること 
をあらわします。 


ほかのページでをつとくわし < 説明されていることをあらわします。そこに書かれたペー 
ジをお読み < ださい。 


4 ■キーのあらわしかたについて*- 


>この取扱説明書総合編では、操作を説明するときに使うキーを矿 n や r 実行'! などのよラにあ 
らわしてレます。 



•キーの上にホで書かれている錢能を使ラには… 

居置)を巧したあとに続けてホで書かれている下のキーを押します。 


國 


四！ r が字」の儀能を使うとき… 

4" 

量)と巧します。 


♦操作手順の中で、 「©©( DCE ) を巧して…」と書かれているとをは、 ( SX 2)(2) CE ) のい 
ずれかを巧してください。4つのキーすべてを巧す必要はありまはん。 


※「取扱説明書総合編」の团字例や画面の内容などは、実際とをか異なることびあ0ます。 


巧巧説明書おさ編の巧いかた 


•目的の操作を、 

はや<探したい… 

■►「機能をびわかっている」「やりたいことびはっきりと決まっている_1とき 
は、「目次 J をご覧ください。1ぺージ目か5順に、各機能ごとに載せていま 
す。 

■» 「どんなことびできるかな ID たい」ときは、 r やりたいこと目次 J をご覧く 
ださい。できあびりのサンスレを見なびら、目的に合わせて猜能を探すこ 
とびでさます。 

•知らない用語び出 
てさた5… 

「索引」（己33ページ)をご活用 < ださい。 

参それぞむの機能の 
ポイントや概要を 
巧りたい… 

■►鲁章のはじめのぺージに.それぞれの機能全体の紹かをしています。 

♦辞書を引<よラに 
項目を探したいな 

インデックスをごま用 < ださい。 

章タイトル --* '•'g 
タイトル、—-"|| 

♦操作の違中で y ッ 
セージび表示され 
たら... 

、 

■►「こんな画面び出て舌たら」（1白8ぺージ)をご覧<ださい。 

同じ画面を探して、原因と巧処方法を見つけましよう。 

ソ 


目次 


き全上®巧ま意 . 表紙の裏 

こんなとさは、どの説明書を読む？ . 4 

取扱説明書お合編の読みかた . 5 

やりたいこと目次 . 12 


第1章 はじめにお読みください 


使用上のごミ主意 . 

各部のち称 . 

. 16 

. 17 

表示！面の角度を調整ずる . 

. 18 

前面キーボードを開く 

. 18 

電源を入れる . 

. 19 

AC アダフターを接続ずる . 

. 19 

電源を入れる/切る... 

. 21 

使用でさるメモリーカードと写真のデータ . 

. 22 

使用できるメモリーカード . 

. 22 

メモ U — カードをたットする . 

. 23 

巧える写真のデータ... 

. 24 

PictBridge 接続につし、て . 

. 25 


フ U ントカートリッジのセットと交換のしかた. 

ブ U ントカートリッジをセットずる . 

ブリントカートリッジを交巧ずる . 

用紙のセットのしかた . 

使用でをる用紙 . 

用紙をセットずる ....... 

印刷するとさのま意事項 . 

キーの使いかた ........ 

画面の見かた . 

操作の進めかた . 


..32 

..34 

,.36 

..38 


第2章できの入力 _ . 

で字の入力.文字の修飾 . 40 

夕字を入打る画面は... . 40 

重愛語旬を覚えましよ5 . 40 

夕字キーの巧いかた . 41 

夕字を入れる 41 

漢字に変換する . 42 

夕字を間違えたとさは . 43 

文字を慢節するには . 44 

ひらびな•カタカナを入れる . 45 

ひ5びなを入れる . 45 

カタカナを入れる . 4已 

n ま」や r ゃ」などを入れる . 4已 

漢字に変換する . 47 

ひととおりで章を入打にあとで漢字にずる . 47 

同じ読みのちるま字(同音異養語)を涅ぶ . 48 
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第 8 章その他の設定 

文字の入力ち法（入カモード）を切り替える ..... 

画面の明るさを調節する . 

ブザー音を鳴らさないよ5にする . 

時計を設定する . 

プ U ンターのメンテナンスをする . 

フリンターを調整ずる . 

プリントカートリッジをクリーニングする . 

テスト印刷する . 

第9章こんなときは 

こんな画面が出てきた5 . 

「故障かな？」と思ったときは . 

用紙びつまったときは . 

用紙送りび正しくでをないときは . 

U セット（初期化）するとさは . 

ru セット朔巧化)時」 r 電源 ON 時 J の設定一真 

10章資料集 一^ 

記号一莫 . 

□—マデ人力对応表 . 

内蔵漢字一覧 

お田)け夕字一賣 . 

別売品一寶… 

仕様 . 

索引 . 

保証•アフターヴービスについて... 

カシオお客様ご相談,富 □. 

カシオテクノ •サービスステーシヨン . 


見出しを巧める . 

イラスト見出しをミ夫める . 

テキスト見出しをミ夫ゆる . 

イラストをホめる . 

夕章を巧める . 

写真を巧める . 

差出人を巧める . 

還んだ内容を変更する . 

還んだ内容を削除する . 

見出しを削除する . 

イラストを削除する . 

テキストぞ肖リおする . 

差出人を卽除する . 

文面を印描する(組み合わせ作成) 

文面の登録と呼び出し . 

文面を登録する . 

登録した文面を呼び出す . 

登録した义面を削除する . 

差出人について ....... 


第 6 章デジタル写真の印刷 

EP 刷®種類 . 

還んで印刷する(選んでプリント) . 

—責をが刷する（インデックスプリント） . 

デジタルカメラの設定にしたがって印刷ずる （ DP 0 F 印刷）.. 

写真に文字を入れて巧刷する（コメントプリント） . 

写真をシールに印刷ずる（シールフリント） . 

デジタルカメラと接続して印刷する . 

团刷設定をする . 

巧刷の操作 . 

PictBridge に関するま意事頂 

第7章データを管理ずる 

データのバックアップを作成する . 

バックアップデータを巧存する . 

バックアップデータを呼び出ず . 

バックアップデータを削除する . 

メモリーカードを初期化する.. ..... 

よく使う語旬をお書に登録ずる(ユーザー辞書:語旬) . 

語巧を登録する . 

登録した語句を慢正ずる . 

登録した語句を削除ずる . 

ユーヴー苗書を初期値(工場出荷時の状態)に戻す . 

郵便番号と住所を辞書に登録する(ユーザー辞書:郵便番号) 
郵梗ま号を巧*に登録ずる . 

登録したが便番号や住巧を核正する . 

登摄した郵梗番号を削おする . 


1夕きずつ漢字に変換する（単漢き変換） . 已〇 

漢宇辞書を使って文字を入れる（漢字辞書機能） . 已1 

読みひ6巧び出ず . 已吕 

総画巧か5巧び出ず . . 已3 

部首か6呼び出ず . 已4 

J 旧区おコード占、5呼び出す . 已己 

「を」や r ヮ」など入力しにくい夕字を圍単に入れる（お苗]け文字キ ー）. 已巨 

アルファベットを入れる ..... 已7 

アルファベットの大夕字を入れる . 已7 

アルファベットのか夕字を入れる . 已8 

数字を入れる . 已曰 

記号を入れる . 60 

キーに印刷ご打ている記号を入れる . 60 

キーに巧描されていない記号を入れる . 61 

文字を間違えたとさは . 已2 

間違えに夕字を直ず . 62 

間違えにで字をミ肖ず . 62 

夕字の巧けているところに文字を追加ずる . 63 

自分で文字を作る（が字） . 64 

はじめか6自分で作る（巧規巧成） . 64 

本おにある夕字を利用して巧る(を,招作成） . 6已 

自分で巧った文字を巧ラ . 6已 

自分で作った义字を修正ずる . 67 

自分で作った义字を削除する . 67 

文字を修飾ずる ....... B 8 

夕字の書体を変える（フォント） . 68 

文字の色を変える(义错） . 70 

夕字のおを変える(义字巧） . 71 

文字をまとめて消す 72 

お囲をミ夫めてミ肖ず(部分消去） . 72 

入れに文字を全强ミ肖す(をタミ肖去） . 73 

文字を大さくして涅認する（はっさ〇ズーム） . 74 

第3章住所録の作成と管理(宛名印刷前の準備） 

宛名を登録する . 76 

巧ちの登録内容を確認する . 80 

宛名を修正する . 81 

宛名を複写ずる . 82 

1件ずつ複写する . 82 

特定のマークを付けに巧をを復写する . 83 

ファイル巧の巧ちをずベて宿写ずる . 84 

宛名を削除する . 85 

1件ずつ削除ずる . 8己 

特定のマークを巧けた巧をを削除ずる . 8已 

ファイル巧のすべての巧ちを削除する . 87 

宛名を検索する . 白8 

を前で巧索ずる . 88 

読みで巧索ずる . 89 

マークで検索ずる . 90 


巧ちにマークを付ける . 91 

マークをを至する ....... 91 

1件ずつを至する ..... 91 

マーク別にまとめて変更する . 92 

巧を登録のファイルをを変更する . 93 

登録している宛名の件数を確認する . 94 

宛名面に印刷する文字の書体（フォント）を変更する . 95 

差出人を登録する . 96 

差出人の登録内容を確認する . 99 

差出人を複写する . 100 

差出人を修正する . 101 

差出人を削除する . 102 

郵便ま号辞書について . 103 

郵硬番号巧含を使ラとを、都道巧県を省略するには . 10已 

第4章宛を面を印刷ずる 

印刷するまでの流れ . 108 

印刷前に画面で印刷結果を確認する(プレビュー) . 109 

巧ちのプレビューに差出人ちいっしよにき示するには . 109 

すべての巧ちを印刷する . 110 

宛名の範囲を指定して印刷する . 111 

特定のマークの巧いた巧ちを印刷ずる ........ 113 

差出人を印刷する . 115 

縦書さ印刷のとさ、漢数字と算用数字を切り琶える . 116 

郵便番号の印刷位置を調整する . 117 

住所の印!刷位置を調整する . 119 

第己章文面の作成と印刷 

「カンタン作成 J と r 組み合わせ作成 J . 122 

あらかじめ登録されているデザインか5文面を作る(カンタン作成) . 123 

作業の流打(カンタン作成） . 123 

ジャンルを涅ぶ . 124 

イラスト入りのデヴインを适ぶ . 124 

写真入りのデヴインを遺ぶ . 12己 

差出人を入れ S れるデザインを虽ぶ . 12已 

で:面を印刷ずる(カンタン巧成) . 128 

写真の一巧を切り巧いて义面に入れる（卜 US ング） . 129 

写真巧の大さごを巧える . 129 

写真巧を移動する . 130 

写真枠を回起する . 131 

写真を差し替える . 132 

写真の色を変える . 133 

是出人を差し畳える . 134 

巧眉と西暦を切 D 巧える . 13已 

年月を編集ずる . 136 

年月の活集のフォントとで字色の設定 . 136 

オリジナルの文面を作る(組み合わせ作成） . 137 

作業の流れ(組み合わせ巧巧し.. 137 

組み合わせ作成のフォーマッ!監 . 138 

フォーマットを還ぶ . 139 
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やりたいこと目次 



差出人入りの夕面を作りたい126ぺージ 




ミ n; 



-イラストや見出しなどを組み合わせて 
才 U ジナルの夕面を作りたい137ぺージ 


-記号を入れたい60ぺージ 


WW 


-文宇の種類（フオント）を変をたい68ぺージ 


-义字の色やおををえたい70‘71ぺージ 



163ぺージ 
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-巧を面を作りたい76ぺージ 
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ザの W が 


巧田9反 • « r*i 


冨總 


-写真の一覧を印刷したい1日8ぺージ 


-写真をシールにしたい1己6ぺージ 
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麵麵趣喔 


本構の設定について知日たい 
本巧の詞子びおかしい？ 

別売品について巧りたい 


187ぺージ 
198-203ぺージ 
230ぺージ 
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ほ用上のごを意 

本擦を末永くご愛用いただくために、 U 下の点にごま意ください。 


巧巧お直節囲は己で〜40で(使巧最避品度範囲： 
15で一35で)でず。気•品のほい場巧か6暖かい 
室巧に持ち込むと動作部に屋がつを正常に動作 
しないことがありまず。このと对ま1時罔け上放 
置してか5お桂いください。 


長時間お使いになるときは、擅康のため Ifl き固 
ごとに10~15分の化憩をとり、目および手を 
ホめて < ださい。 




印刷中、登録•削おなどの編集作業中、プリンタ 
調整中などに電源を切6ないでください。 

窜 

テレビなどとは別の電源コンセントを梗用し、 
テレビなどか5這ざけて使用してください。 

電源を入れたまま長時間が置しないでくださ 
し、。表示巧度の劣化を生じることがあります。 

分瞬しないで < ださい。 

每 

本おの上にものを乗はないでください。また恩 

電源を切ったあと，表示画面が完をにミ肖えるま 

としたり強いショックをちえないでください。 

で AC アダプターをコンセントか6巧かないで 

巧障の原因になります。 

ぐださぃ。 /ンが圖 

% 



印刷中は紀巧に用紙挿入□およびゴム□-ラー部に指を近づけないでください。 
指びゴム□ーラーに巻き込まれ、けびをずるおそれびあります。 

♦本おを使用中、かしなくなることがありまずが、巧廣ではありません。_ 


き部のち掏 


表巧画面 




持ち運びのとをは 


本機を持ち運ぶときは.図のようにキヤ U ング八ンドルを引 
を上げてお使いください。 

raik r 稼動範囲 L 义上に動かそラとする J などの無理な力 
を加えなし佔うにしてください。巧巧な力を加える 
と、巧障や破損の原因とな D ます。 


表示画面のち度を調這ずる 



表示画面は.図のよ5に觀 
角度に合わせてください。 


!することびできます。見やすい 


r 塚畳砲囲 ULh に動かそラとする J などの無理な力 
を加えなし、ようにしてください。巧巧な力を地える 
と、な障や把這の原因とな D ます。 



屬原を入れる 

ご購入を、はじめて電源を入むるとさは、リセット(巧期化）、プ J ンターの調整、時計の時刻合わだなど 
び必要でず。則紙の r はじめにお読み < ださしリをご貴 < ださい。 


AC アダプター を接続ずる 


♦ AC アダプターはおず AC 1日 OV のコンセント饱常の家庭用コンセント）に差し込んでください。 
♦ 付属の AC アダプター LU かは使用しないでください。 


前面 キーボー ドを開< 


文宇を入力するとをなどは、キーボードオーフンボタンを巧 
して前面キーボードを開いてください。 

r 裔動馬囲し化に動かそうとずる J などの無理な力 
を加えないようにしてください。お巧な力を加そる 
と、な障や把這の原因とな D ます。 


♦ 前面キーボードを巧じるとさは 

前面キーポードを r カチッ J と音びするまで押し上げてください。 



A 警告 


AC アダプターについて 

AC アブフターは巧いかたを誤ると，火が-感星の原因とな0ます。 

巧のことはなずお守 D くだごい。 

• 必ず付属品を使用する 

■ 星新ま' ACIOOV (巳 0/60 H 。 のコンセントを使巧する 

■ 1つのつンセントにい<つ它の星気製品をつなぐ、い〇ゆる夕つ足 E 緑をしない 


〇 


0 


AC アダプターについて 

AC アタフターは巧いかたを誤ると.傷びついた D 破損して.火が.感里の原因となります。なのことは必ずお 
守0 ください。 

• 重いおのを棄せた D . 加熟しない 
. 加工した0,無理に巧げない 
■ ねじったり.弓 I っ張った0しない 

. 星源コード/ AC アタプターのフラブび语んだらお貢い上げの販売店またはカシオテクノ•サービスステー 
シヨンに里をする 


AC アダプターについて 

黑打たをで AC アタフターやプラグに巧: n ないでくだごい。 
感星の原因とな0ます。 



使用上のごま意 


各部の名称 






























































































電源を入れる/切る 




• メモ1」一力一问こは表裏、前をのち向びあります。無理に入 n ようとすると破損の恐れびあ D ます。 
向さやち度にを意して、お実にセットしてください。 

• メモ U - 力ードを使ラ際は、メモ U - 力ードの取扱説明書ちあわだてお読み < ださい。 

• メモ IJ 一力ードをセツトずる 

メモ I 」ーカードを一度に複数枚セットずることはでさません。 


用紙挿入□カバーを閱きまず。 



お使いのメモリーカードの挿入□に、メモリー 
力一 ドを、ゆっくり、しっかり押し込みまず。 



• メモ U - 力ードび正しくセツトされると. 
LED び点なします。 

•メモ U —力ードにアクセス中は. LED び点巧します。 
メモ U - 力ードは、必要し义上に強く押し込ま 
ないでください。また、火 EU - 力ードびセツ 
卜さむている状態で、巧紙巧入□力 J 5：—を 
巧めないでください。本おおよびメモリー 
カードの巧障、破損の原因にな0まず。 


使用でをるメモ U —カードと写真のデータ 

本機は、メモリーカードにな存してある写真のデータを印刷したり、また本機に登録してある住所録 
などのデータをまとめてメモ u — カードに巧をすることびでをます。 

■巧;; 

. 下記なかのメモリーカードを使用すると、本おおよびメモ IJ - 力ードの故障、破損の原因とな D ます。 

• 下記の火 EU - 力ードでも、本おや力ードの巧態によっては認識でさない、または正しく動作しない場 
合びあ D ます。 

• メモ U - 力ードは.「デジタルカメラ写真のデータ読み込み」および r ノてックアップデータの巧を」のと 
さに使用します。本機のゾモ U —増設巧 （ r 住所録の登扇件数を増やす」など)としては使用でさませ 


メモ U — 力ード 

コンバクトフラッシュ (TYPE I/TYPE 11)*1 
_スマートメディア （ S . SV のみ対応)*2 _ 

メモリースティック* 3 
メモ U— スティツク Du 日*3 *7 
SD メモ U - 力ード*4 
mini SD メモ U — 力ード 
マルチメディアカード*已 
xDf クチ ャー カード * e 

コンパクトフラッシュは San Disk Corpora ¬ 
tion 社の商標です。 

スマートメディアは株式会社東芝の商標でず。 
メモ U — スティック、メモリースティック Duo は 
ソニー株式会社の商標です。 

《4 SD メモ U - 力ード 、 mini SD メモ U - 力ードは 
商標です。 

※已マルチメディアカードはドイツ Infineon Tech ¬ 
nologies AG 社の商標でず。 

《6 xD ビクチャーカー问ま商標です。 

※フメモ U — スティック Duo、mini SD 火 EU — 力一 
ドは、 お手元のアダプターに取 D 付けたあと.本 
機に挿入してください。 

※メモ U - スティック PRO は使巧できません。 
※マジックヴート褚能びお要なデータ I ホ扱えません。 


A を意 


0 


〇 


AC アダプターについて 

AC アダプターは巧いかたを誤ると，火が-感里の原因となることびち0ます。 

巧のことは化ずおず D くだごい。 

.ス I ブ等のな器具に近づけない 

_ . フラグを巧くとさは、 AC アブフターのコーを引っ張らない(なず AC アタプターを持って巧く）_ 

AC アダプターについて 

AC アダフターは巧いかたを誤ると、火!《 • 感星の原因となることびあ0まず。 

次のことは必ずお守 D くだごい。 

■ プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
■ 旅行などで長巧間使用しないとをはフラグをコンセントからな< 

■ 使用をは本体の 電源 スイッチを切 D 、 フラグをコンセントか5巧く 

■ フラグの巧と方の周辺部せにほこ D びたま6ないように，コンセントから巧いて、年1回 L ソ上清掃ずる 


巧属① AC アダプターのコネクターを、本体の AC アダプター用端子に差し込みまず。 


»電源を入れるとをは 

電源が切れているが應で巧苗を押してくださし、。 




AC アダプターのプラグを、ご家庭用のコンセントに塞し込みます。 



(W】-] 卜がI 


-巧す 


本横をご巧巧になるとさは,プ U ントカート 
リッジびセットされていることを憧認して< 
だごい。例えば、「住所録の作成 J だけを行 
し、たいときも、プ J ントカート I 」ッジをセット 
したが態で巧つてくだごい。 

♦電源を切るとさは 

を巧して < ださい。 

里おを切るときは、必ず、フ U ントカー HJ ッ 
ジかびきちんと聞まつてしぶことを確 
語してくだごい。フリントカート U ッジカ 
バーををちんと閉めずに里おを切ると，イ 
ンクぴ乾燥してプ J ントカートリッジび使用 
できなくなった D , ブ J ンターの故障の原因 
になることびあ D ます。 


♦活用をは AC アダプターを巧いて < だ 
さけ 

1 @を巧して，電源を切0ます。 


表示画面が亮全に消えたことを確認しま 
ず。 

AC アダプターのプラグを、ご家庭用のコン 
セントか5巧をます。 

AC アダプターのコネクターを、本体の AC 
アダプター用端子か5巧きまず。 

なず表示画面び完全に消えてか 5 AC アブ 
フターを家ち用のコンセントから巧いて 
ください。表示画面び消そる前に AC アタ 
フターを巧くと登湿したデータび消える 
ことびあ D ます。 


才ートバワーオフ 

お)1時間.キー揉作を巧打ないと自®的に電源げ切れます。 
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卜する 


お源を入れる 


应用でをるメモリ—力—ドと写真のデ—夕 


使用できるメモリ—力—ドと写真のデ—夕 
































































プリントカートリツジのセツトとのしかた 


印刷ずるときには、フリントカート U ジジを在いまず。 

必ず指定のプ U ントカート U ツジをお傳し K ださい。 （►►23 日ページ） 


AC アダプターを接続して、電源を入れまず 
(►►19ぺージ)。 

プ U ントカートリッジについているピンク 
のタブを引いて、透明のプラスチックテー 
プをはびします。 


プリントカートリッジを「カチッ J と音びず 
るまで、しっかりと巧し込みます。 




化ず透明のプラスチックテープだけをはび 
してください。金をの金属フイルムは絶対に 
はびさないでください。プ U ントカートリッジ 
び使用でさな<な〇ます。 

3 プリントカート U ツジ収納部カパーを開き 
W ます。 

フ U ンターび動をます。 



• 図のように上部の大きな突起び手前側になるよ 
うに向きを合わせてセットしてください。 

ちブリントカートリッジ収納部カバーを閉め 
3まず。 

自動的に口 U ンターの調勤を巧し、ます。 
プ U ンター調整巧の巧紙をセットして画面の 
指示にしたびって操作して < ださい。 
「用紙のセット」 ►►30 ページ 
「プリンターの調奮」 ►► 193 ページ 


r 稼動嚴邸に動かそうとする J などの無理 
な力を加えないようにしてください。無理な力 
を加えると、巧障や破損の原因とな D ます。 


印刷でをる巧な（目を） 

1つのフ U ントカート U ツジで印闹できる权数は下記のとお D です。 
はがを印刷：巧 400 巧 写真印刷：約 230 巧 
※印刷する巧容によって、 EO 刷できる巧巧は異な D ます。 


ジを交巧ずる 


AC アダプターを接続して、電源を入れまず 
(►►19ぺージ）。 


プ U ントカートリツジ収納部カバーを開き 
ます。 





新しいプ U ントカート U ツジについている 
ピンクのタブを引いて、透明のプラスチッ 
クテープをはがします。 



巧しいプ U ントカートリツジを r カチッ J と 
音びずるまで、しっか D と巧し込みます。 


プリントカートリツジを下に巧しなが5手 
前に引きます。 



プリントカートリッジ収納部力/(—を巧め 
ます。 



プリンターの調整を巧いまず。 
(►►193ページ） 


♦メモ y — 力ードを巧り出す 

1 メモリーカードをまつずぐ手前こ弓Iき巧き 
ます。 

LED び消まます。 

■ 画面に r メモ U- 力ードを引を巧かないで 
<ださい J とち示ご TT てし、るときは、メモ 
U— カードを取 D 出ごないで < ださい。 

■ 故障の原因とな D ますので.メモ U —力一 
ド挿入□にはメモリーカード （+ アブフ 
ター) iy 巧のをのを入〇ないで < ださい。 

. 万一勇巧や水びメモリーカード挿入口に 
入。込んだ場さは、本栽の里おを切。 AC 
アタブタ—を巧いて、販売店またはカシオ 
テクノ •ヴービスステーシヨンにご運緒く 
ださい。 


巧える写真のデータ 


本機で印刷でをる画像はデジタルカメラなどで撮影した画像で LU 下のを件を満たすらのです。ご使用 
になる機能によって印刷でをる写真のサイスが異なりまずのでごを意<ださい。 

(1) DCF Exif 吕 . 1 (JPEG 準孤） 

(2) 対応ファイルヴイス 

3 M 目 ytety 下：文面 

コメントプリント 
シールプリント 
已 M 目 yteLy 下：違んでプリント 
DP0F プ U ント 
PictBridge 接続でのプ U ント 
容置の制の巧し：インデックスプリント 

(3) 最小画素数 160 X 120 ピクセル 

□CF 規格対応の携帯巧話でち、撮影時の操作方法によっては DCF 規格とは異なるフォルダー構成下に 
写真データが保をされる場合びあります。このような写真は本援では印刷することはでをません。撮 
影した画像び DCF 規格に賴したお式でメモリーカード巧に保存されるように操作してください。詳 
しくはご使巧になる携帯巧話の取扱説日月書をご覧ください。 


PictBrid 良 e の巧続にごいて 


本機では、 PictBridge に巧なしているデジタルカメラから直接、デジタル写真を印刷できます。デジ 
タルカメラと本機を接病するには、デジタルカメラに付属している専用の USB ケーブルを本機の測面 
にある、 PictBridge 用コネクターに接続してください。 USB ケープルを接続ずる際には、デジタル 
カメラの取巧説明書をあわせてお読みください。 

円 ctBrid 邑 e (ピクトプリッジ)は、カメラ映像機器工業会 (CIPA) 制定の規格です。 


「デジタルカメラと接続して印刷ずる」 
►►168ぺージ 
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プリントカ—トリツジのセットと巧巧のしかた 


プリントカ—トリツジのセットと交換のしかた 



使用できるメモリ—力—ドと写真のデ—夕 
































































プリントカートリッジ巧用上のごま意 

•インクび目に入った0巧巧に巧着しないよ5にご注意ください。目に入ったり、巧居に巧着した場合 
は、すぐに水で洗い流してください。万一、具状びある場合は、直ちに医師にご相談ください。 
•インクを誤ってがまないよラにごを意ください。インクの成分には、硝酸塩び含まれてお D ます。 

石一，インクを软み込んだ場合は、直ちに医師にご巧鼓ください。 

•フリントカート U ッジは、お子さまの手の届かない巧に保管してください。 

•フ U ントカートリッジは.巧造および再利用しないでください。なお，フ U ントカート U ッジの巧造や 
インクの記め替えなどによって生じたフ U ンターおよびフ U ントカート U ッジのトラフルについては、 
当れでは一切その責任を負えまはんので，あらかじめご了承<ださい。 

•振動や衝奪をちえないでください。また、金属部せには手を曲〇ないでください。 

•フリンターに装着するまでは包装を開封せずに、直射日光を避け、常溫で保管してくだごい。 
•フリントカートリッジは、良質な印刷品質を得るために、巧用開始を6力ち L ソ巧に巧い切ることをお勧 
めします。 


用紙のセツトのしかた 

印刷する前に用紙をセツトします。 


巧用でをる用紙 


用紙 

ヴイブ 

はびを 

(が） 1 48mm X (横） 1 00mm 

A6 

(が） 1 48mm X (横） 1 日已 mm 

L 判 

(が） 127mmx (横) 89mm 

L 刊 タブ 

(が） 140 mm X (横) 89mm 
(タフを切 0 取りを， 127xa9cm) 

10X1 己タフ *2 

(が） 165mm X (横） 102 mm 
(タフを切り®りを， 1 日 XI 已 cm*i) 

シール 紙 （1 巳面がけ） 

(が） 148mm X (横） 100 mm 


♦ r タブ付き用紙 J とは？ 

「切 D 取り可能な部分(タブ)」が付いている印刷用紙のことでず。 

本機で、はがき / A 己 / L 判の用巧に印刷をすると、図のよラに余白びできます。 


a 巧） 



本おで、 L 判/ 10 x 1 己 cm * i のを白のない写真を印刷ずると重は、「タブ付をの用紙」をご使用にな 
り、 「フ チ：なし」を指定して印刷を行ってください。 

印刷をにタブを切り哉すと、 L 判または 10 x 15 cm * i の余白のない写真がでをます。 


< L 巧タブ巧を> 



《 iriOxlScm 」 は、おおよそのサイスです。 

《2 ri 0 x 15タプ」印刷用紙は、下記のものをご使用ください。 

(曰本ヒューレット ■ パッカードほ式会社致） 

• プレミアムプラスフオト巧紙 ( Q 1935 A ) 


. 用紙は,おず、印刷停止中にセットしてください。印刷中に用紙の出し入むは行わないでください。故 
障の原因にな0まず。 

•用紙どラしび静電気ではりついているとさは、間に空気を入れるなどしてからセットしてください。 

. 印刷中に用紙を追加することはでさません。 

• 16 面分割光ミ尺フォトシールは、 1 巧ずつセットしてください。 

•印刷途中に絶巧に用紙を引き巧かないでください。 

• 用紙に反 D ’ 曲び D びあると用紙びつまる原因となります。用紙の反り’巧びりを直してから本体にセッ 
卜してください。 

• 用紙をセットずる廣は、团刷面を上にして,必ず用紙のち端を挿入□のち端に沿わせてセットして < ださ 
し、。 セット衡ま、必ず r 用紙ガイド(搬 J と r 用紙ガイド (横)」 を巧撇こ当たる位置まで動かしてください。 


用紙のち端を巧刷面を上にして挿入□のち 
端に沿わせ、居く止まるまで差し込みまず。 
.一度にセットでをる巧巧は，20巧までです化口 
刷な数は 99 权まで設定可能です)。 

• タフび巧いている巧紙は，タフび巧になるよ5 
にセツ h •します。 





用紙ガイド(が)(横)を 巧 おに程く当る位置 
まで動かします。 


用紙カバーを1 ~2 cm 上に特ち上げなび6 
手前(斜め上側）に引いたあと（①)、さ5 
に上に持ち上げます（②）。 





♦用紙をセツトずる向をについて 

印刷の種類や巧紙の種類によって、用紙をセットずる方向や表裏を巧認して、正しくセットしてください。 



* 光巧紙に写真を印刷ずる場合は光巧面を上に向けてセットしてください。 
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巧紙をセットずる 



プリントカ—トリツジのセットと交換のしかた 


用紙のセットのしかた 


用紙のセットのしかた 






























































キーの 使いかた 

本機には、た<さんのボタンがついていまず。ボタンのことを、この取扱説明書では r キー J と呼んで 
います。 

ここではキーのおらな使いかたについて説明しています。 

♦上面キーボード 

デジタル写真を印刷するとさは、このキーポードだけで操作び巧えます。 



参前面キーボード 

文字を入力するときなどに使います。 


が 



興..-.. 

!の歷锁 

悟 qI 1 し w] (Li) lli) llJ (1 ： y) 0_ij (fV) [ g ft 1 ： !L£J 垃 uJi 


防 ' 3 (La) Hi) EiJ (M3 (LJ CjJ lifiD 

\ nmi 


..的回因四因画四回凶回 LJi :山画'〇) 

L£iLli 

.一因の 凹因; Mj I の ( U.CO 

砂し巧ぶ Z ) 〔にか。 cl | nv | 〔。日]〔わ N 〕 l を Mil ん .1 〔長音)〔 互白 ftl 〇}； 1 至行了 


M ) 

屈 


© 
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園前 

•本体は平らな場所に置いてくださし1。 

•巧巧挿入口、本体内部に巧紙び残つていないことを確認してから、巧紙をセットしてください。 

•巧巧を巧紙挿入□の巧まできちんと当たるよラにセットしてください。 

•用がどうしげ静電気の影醬などではりついていると、用がびきちんと送れないことびありまず。巧紙 
と用紙の固に空気を入れてか5セットずるか、1かずつ印刷してください。 

•巧紙に反0、巧びりがあると巧おがつまる原因となります。用紙の反り，巧がりを直してか5セット 
して < ださし、。 

参用紙をセットする際は、 EP 刷面を上にして、化ず用紙のち端を巧入□のち端に沿わせてセットしてく 
ださい。セットをは、必ず「用紙ガイド(撇」と r 用紙ガイド娘)」を用紙に当たる位置まで動かしてく 
ださい。 

参印刷に適している用巧は下記のとおりです。 

-官裝はびを 

-官裝はがきと同等の用紙(厚さが 0. 1 S ~0.26 mm のをの） 

-ブリン写ル用別売品の用お 
-インクジェット紙 
•フォト光お紙 
• 普通紙 

-写真巧をのポストカード(厚さが0.18 ~0.38 mm のをの） 

♦巧のよラなはびきや用紙を使わないでください。 

-封筒 
• ほ復はがを 

• 表面び凸凹やザラヴラのをの 
• 巧れ巧がつたり、居りの激しいちの 
• 一股の官毁はびをにく 5ベて、極端に厚い紙や薄いお 
• 樹脂シートなどのインクをののしないちの 

•巧お挿入□に一度にセットできる用紙は、ち留はがきの厚さの場台で「吕〇めまで_!，ポストカードの 
厚さの場合で「10巧まで」です(印刷巧数は巧9制まで設定可能でず)。 

参プリントカート U ッジが巧実にセットされていることをお認してく 
ださい。 

•巧巧排出□にもの占けよいことを確認してください。 

参プ U ントカート U ッジびセットされていないと印刷の動作は実巧さ 
れません。 

•フォ ト巧おはがきなどに両面印刷をする場合は， r 巧を! 一 r 写真印面 IJJ の順番で印届嶋作をしてください。 
•フォ ト巧おはがきなどに両面印刷をずると、写真印刷面にスジ巧のキブが付着する場合びありまず。 

•1 6面分割光巧フオトシールは、1かずつセツトしてください。複数极セツトずると正常に印刷でをな 
い場合びあります。 
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印刷中 

•本体を傾けたり、振動をちえたりしないでください。 

印刷す良の原因とな0ます。 

•印刷中に用紙をひっぱったり、巧し込んだりしないでください。 
印刷す良や巧障の原因となりまず。 


•用紙が出□をふさびないでぐださい。 

用おびつまった0、巧障の原因とな0ます。 


>印刷中には用巧を追加することはできません。 

印刷中に巧紙を追加すると、用おびつまつたり、が障の原因になりま 
ず。 

用紙を追加ずるとをは、印刷中のずべての用巧の印刷がおわって「用 
おエラー U というメッセージび表示されたのを確認してから行って 
くださし、。 



>21枝け上(官製はがきの厚さの場合)または11枝け上(ポストカードの厚さの場音)印するとき 
は、 EP 刷中のすべての用紙の印刷がおむつて r 用紙エラ ー U というメッセージが表示されたのを確認 
したあと、巧紙をセツトして印刷を巧ってください。 

•印刷中はお対に巧お挿入□およびゴム□-ラー部に指をおづけないでください。 

指がゴム□ーラーに卷を込まれ、けがをするおそれがありまず。 


•印刷途中に街巧に用紙を引を巧かないでください。 

En 刷を 

•印刷したものをひっかいたり、こすり合わせたりしないでくださし、。 
キスや巧れの原因とな0ます。 


>印刷したものを重ねて巧置したり、水にめらしたり、ほかのがにこ 
ずつたりしないでください。巧刷び写ってしまラことがあります。 


♦プリンターフオト巧おなどの巧が紙に印刷すると印刷中央部分げ巧れる場さがあります。その場合 
は巿，眼のセロバンテープなどを使い、コム□-ラーに付着しているゴミや呈物を取り除いてくださ 



長時固使用しないとをは、用紙巧乂 □カバーは閉めて保管してください。 


印刷するとをのミち意事頂 


① 

^:電源を入れた0切った D するとをに押します。 

② 

じドコ]:印刷の仕上びりを括認するとをに巧します。 

⑤ 

1のン y :印刷するとをに巧します。 

④ 

じ;)〇シ^:文字げ入る® S を示した■や、ス宇編集などのとをに範囲を指定する■を置]かすと 
をに巧します。また、項目などを還がするときにを巧します。 

⑥ 

[実巧1:揉作を進めていくとをに巧します。 

⑥ 

麻:操作を取0消した D 、 中止するときに巧します。 

⑦ 

: メニ: 1-1 面を表示するとをに押します。 

⑨ 

f ¥ ii ) :いろいろな設定をするとをに巧します。 

⑨ 

齡乍キ-(0 (51 それぞれの「機能怡®5とさに巧しまず。また、贈乍の i き中で S コたとを 
に巧すと.擇イ乍を最巧か己や D 直すことびできまず。 

⑩ 

協喜]:キーに扣刷されていない記号を入れるとをや、自分で文字を作った0、作った文字を入れた 

D するとをに巧します。 

⑩ 

医国:文字の書巧(フォント)やおを巧定したりするときに押します。 

⑩ 

[ iiil :1で字ずつ漢字を変換するときに巧します。 

⑩ 

( ii ^ :ひ S びなやカタカナ，またはアルファぺットを乂〇るとをに押します。 

⑩ 

fi 言！：文字を間違えたときに巧します。 

⑩ 

【旨ミ订：いろいろな設ぞをするとをに巧します。間違って巧したとさは、括瓦)を巧してください。 

⑩ 

巧字キー(テンキー）；巧字を入れるときに巧します。 

⑩ 

文字キー：文宇を入れるときに巧します。 


キ—の梗いかた 


印刷ずるとさのま意事項 



印刷するときのま意事項 














































































操作の進めかた 

本機の操作を姑めるには、まず〇を巧します。 
担 i £) を押ずと、メニュー画面び表をされます。 
ここから、操作が巧まります。 

龜驚 

メこユー画面 


山 


メニュー画面では、機能の巧容やでをるこ 
とびイラストで表されています。これをア 
イコンと呼ぴまず。あなたびしたいことを 
進んで < ださい。 


操作を進めていくと、巧々と還巧画面び表 
示されまず。 

違巧を聞違えてしまった0、前の画面に戻 D た 
いとをは， （113 を巧します。 


どうやって遇ぶの？ 

アイコンびホい巧で囲まれているのびわ石、 D ま 
すか？ 

のいず。かを押すと、巧い巧 
び動さます。あなたび違びたいアイコンに赤い 
梓を合わせてください。 


奪逸’ 




道巧画面について 
¢5) ¢5)®© を 
巧して、あなたびした 
い頂目を反窗表示させ 
て還んでください。 


r 拡張 J は本機の将来 


のお張巧に設けてある 
頃目です。 



したいことのアイコンを還んだ 6 、 riin 
を巧します。 

これで、あなたび違んだメニューにしたげつ 
て、揉作び進みます。 
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第2章 

文字の入力 


画面の見かた 


本機の画面口れ巧いろな情巧が表示されます。 


けミ乂力剛 •設定画面 




參カーソルのはた5まと動かしかた 

•夕面や巧を面に文字を入れているとをに、点 
巧する■び表示されます。これは位置を示し 
た 印で、 カーソルと呼びます。カーソルび 
合つている位置で夕字キーを巧すとで字が入 
D 、 画圏を巧すと夕字び消えます。 


>力ーソルはを巧して動かし 
ます。 


♦巧ち 


♦細 


)jwwt§ 卜 *4 

••.えぐち上ういち- 

\ 

ホ L ‘.が！^^^^^" 

•.辦 

*!1100008 

\ 

ぶ-产げ 

スターマ>シ3ン 

> 

V 

夕》な»イ- . 

/ 

ス 

…― ，| 

rmm - ••-W 
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I.. 


の 

上にカーソルび移動する 

© 

下にカーソルび移®する 

© 

左にカーソルび移動する 

の 

ちにカーソルび移動する 


•画面にかくれている文字を見るためには、 
®©© CE ) を巧してかくれてしぶ部分 
にカーソルを動かします。これをスク□一 j レ 
としル1ます。 


① 

モード表示巧：入力についての巧態を示しています。 

② 

文字修飾表示巧：文字の修飾内容などを示していまず。 

③ 

作成画面：巧ち狂んだ义字や文書を表示しまず。 

④ 

揉作ガイド：操作にお畳な情報び表示されまず。 

⑥ 

お能表示： 

•巧を作成機能のとさに表示されます。 

〇’’文面作成機能のとさに表示ごれます。 

デジタル写頁フリント樓能のときに表示されます。 

設定画面のときに表示さ打ます。 

⑥ 

モード表示行：現在表示している画面の情巧を示しています。 

③ 

▲▼マーク：画面か 5 かくれている遺巧項目や内容びあるときに表示されます。 


操作の進めかた 



画面の見かた 


ち 



































































































漢字に巧巧ずる 


ひととおりの义章を入れる 


ろ©巧まます 


まホラ0まま巧 




D 


を百青蜗ます9 


装客おま巧〇 


一47 ぺージ 


同音臭養語のタミのとを（候巧びいくつもおる r よみ J のを巧） 


ごラクれ 


這換.'〕 


爸援9 ) む置9 


X 

)C 


證溝9 の巧9 


► ► 48 ぺージ 


単漢字密換（「端を巧してを、巧望の漢字にな百ないとき） 


集9 


巧ご 


整美字 


養〇 


を9 


X 

3 C 


厚9 


富〇 


► ► 50ぺージ 
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文宇を巧違えたとまは 


聞違えた文をを ミ 肖す【►►62ぺージ） 

I 1夕字 ずつ おず I 確定後 应 1] J し 


B 巧年 


し苗 


逊年 


\消したい文字に力ーソルを合わせる 

消したい；5：字に力ーソルを合わだる一區固を巧す 

聞違えた文をを直す【►►62ぺージ） 



おめでと百 


訂正したし巧字に力ーソルを合わせる 


訂正したいで字にカーソルを合わせる一區圏を巧ず—正しい义字を入れて 
run を巧す 


文宇び巧けていた己（►►63ぺージ） 

_^と因尾互 


おめで百 


おめでと百 


巧けている文字の、後ろの交字にカーソルを合わせる一巧けていた文字を入れて 
r ^ in を巧す 

巧巧中の文宇を巧り消ず【►►49ぺージ） 

度;与し） 1關し I 


邸 EJM 


因リ がとう 


文字をを換している途中に、 画3 を 2 回巧す 

文字をまとめて消す（かフ呂ぺージ） 

•部分消ま 


ホけまし7おめでとう ■ 


aSH ® おめでとう 


おめでと5圓 


参を文ミ肖去 


おめでと51 


文字の入力 • 文字の修飾 


文をを入れるには 

文字の入れかたの夏点を簡単におれします。なしい操作を知りたいときは、参照べージをご覧くださ 


文宇を入れる画面は… 


を11巧ち作成画面(►►77ページ） 


文章編集画面 (►► 143ぺージ） 


M I 


重要語巧を覚えましよ5 


本徽こは文字を入れるときのいろいろなルールカ质ります。ルールを説巧したそれぞれの語旬を覚え 
ることび、文字を入れる早道です。がんばつて覚えましよう！ 


語巧 

意味 

きおぺージ 

かな入力 

女字キーに書かれているひ5がなどおりにさ字を入れ 
る方ま。 

45 

□-マき入力 

女字キーに害かれているアルファベットを巧って口ーマ字 
読みで文字を入れる方法。 

45 

力ーソル 

女字び入る位置を示したマーク。 

3フ 

入力 

女字キーを巧して文字を入れること。 

45 

を巧 

ひ5ぴなで入力した文字を「ま字 J にをえること。 

47〜已〇 

室巧中 

ほかの候? i にをえることびできる巧態。 

49 

無を換 

漢字に密えないで、ひ5がなを入れること。 

45 

お補 

入力したひ5びなに当てはまる漢字の種類。 

49 

巧定 

ま字を星び、ほかの慢巧にをね5ないようにミ夫定すること。 

49 

巧語を巧 

かなま字まじりので章にををすること。 

47 

単漢宇挪 

漢字を1た字ずつを巧ずること。 

50 

テンキー 

巧字を直接入れることびでさるキー。 

35 

列字 

自分で巧ったで字。本谢こなしは字を巧いたいときは、自巧 
で女字を作ることができます。 
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义字キーの巧いかた(►►45ぺージ） 


1つのキーには2つの文字び書かれていまず。 

を巧して、どので字を入れるのかを還びまず。 


しあァ Aal 




AM I 


こ巧了…- 


回 

回 


ひらヴなヴ入 y ます 


キーのち上に*なれにアルフ7ぺ•ノトや 
E 号げ入 u ます 


文宇を入れる(►►45ぺージ〜61ぺージ） 


<« • 


- 画面ち上の表示によって、入力でをる及:字の富巧び変わります。 


ひをがな入力 


r きく」を入れます 

▼ 

腔^を何回か巧して、画面も上に「ひ 6J 
を表示させる 


口つドッ I f 実行 I 


漢字入力 . 


r 巧」を入れます 

▼ 

腔曲を何回か巧して、画面ち上に「ひ 6J 
を表示させる 


因回忽 


riin 


*m I 

€1■- 


カタカナ入力 • 


「キク_!を入れます 

▼ 

匹:曲を何回か巧して、丽も上に r カタ」 
を表示さだる 


ド7がヴ1 


i /** »**» 

い ■... 


アルフ ァベジ ト乂力- 

「 Sun 」 を乂れます 

▼ 

區:每を巧回か巧して、画面ち上に r 巧大」 
を表示さだる 

▼ 

囚 (13 四圖励 


M •• I 
Suii| 


•巧字を入れるときは、テンキ ー( 数字キー)を巧します。巧字は、どのげ態でも入れることができます。 



I 夕宇の入力.夕宇の修飾 





















































































































































文字を修節ずるには 


本機は、書体(フォント)や夕字のおを指定したり、大きさや色を変えることができます。巧しい操作 
を巧 D たいとさは、を照巧のページをご覧ください。 


文字のおを巧める-書げ(フオント)を巧める 

(►►71ぺージ） （►►巨8ぺージ） 


义字のをををえる 
(►►フ〇ページ） 


◎巧のページか5、巧字の入れかたを詳しく説明していをます。 


ひ6がな • カタカナを入れる 


ひらびな-カタカナの入れかたを説明します。 

※居司 （一) と Oj ( a イフン）を間違えないように、ミち意してください。 


ひ5びなを入れる 


例 I さく5 


I お 7 Aa ) を河回か巧して、画面も上に「ひら J を 
表示させます。 


【さ〇1ド；]ち q と巧しまず。 
□-巧; *0 が)と苗も 

因园图四 

匡3と巧します。 
「文字の入力方ま(入力 
モード)を切 D 替える J 
►►188ぺージ 


jm 

さ';.‘ 

~ か. 

■r « 

■可 tr 

r 


■をカーソルといいます。文字び入る位置を示 
します。 


面 


し実行1を押します。 


さく.- 


(7 


— を巧し巧違えてしまつた6… 

•さ字を間違そていた S …扫2ページ r 間違えた文宇を直す」 

•さ宇が巧けていた 5' ’巳3ページ r 又字の巧けているところに文字を追加する J 
.さ字を;肖したいときは…扫2ぺージ r 間違えた文宇を消す」 

.はじめか5やり直したいときは’72ページ r 文宇をまとめて-;肖す J 


画面に同じなすがい<つを表示されたとをは 

キーを長く巧し続けていると、その又字び連続してきをごれます。そのとをは區を巧します。又字び画 
面か S 消えます。 

キーは、ポンッと程<たた<よラに、巧して<ださい。 

^を巧して消すことげでをるのは、カーソルげ又字に重なっているときだけです。 

哲[字キーを巧し統けたとをや、夕字をお定したあとは、消したい部せにカーソルを合わせて 
I 削除)を押します。 


カタカナを入れる 


m サクラ 

1 B を何回か巧して、画面ち上に「カタ」を 
表示さだます。 


M . 


區呂〇巨3と巧します。 

□-巧;ときホ 

因园巧四 

ド辰 7) と巧します。 

カタカすはキーを巧し 
たと同時にその文字に 
お定ご打ます。 



r ぱ J や r や J などを入れる 


キーの上に印刷されていないで字を入力するとをは、このページの表を見て入力してください。 
□-マ字入力のとをの文字の入れかたは、212ぺージの「□-マ字入力巧な:表」をごを照ください。 


文字の巧 

巧びを 

びな入力のとを 

□—マ字入力のとを 

は 

清音 

固 

〔台 HI 1た aI 

ぱ 

湿音 

固回 

回园 

ば 

半湿音 

函の 

回国 

や 

蝴音 

(13 回 

r ^ xif^vi [ Sai 

ご 

巧音 

尼く.。 P D ) 

回因四 


巧点 

[^ S - Ji | f ^ l .1 

函 


読お 

[結’;][へ I'l 

囚 


r ゐ」や r る」など旧仮を遣いの文字はお助け文字や記号の中に入っています。「記号一ち」（►►210ページ） 
「お助け文字一覧 J (►►228ページ） 

かで字や「々」「ゴ J などは r お助けス宇糖能 J でち入れることびでをます。 （►► se ページ） 


漢字に密換 する 

漢字を入れるには、まずその漢宇の r 読み」をひ5がなで入れます。例えば、「巧」は「はな j と入れま 
す。ひ日がなから漢字にをえることを「変換」としル、ます。使いたし、漢字が表をされたら、 rwin を 
巧して、ほかの漢字に変わ5ないよラに巧定します。 

かなを入れてを巧しても目的の漢字に変換できないときは、単漢字変換を試してみましよラ。 
ひらがなから漢字に変換する方るは、巧の2種類あ0ます。 

•熟語を一度に変換ずる(熟語変換） 

-夕章を入れてから変換 
. 同音異義語を変換(例：公国、講演など） 

「同じ読みのある漢字個音異義簡を選ぶ」（►►4日ページ） 

♦漢字1文字分ずつ変換ずる(単漢字を巧） 

当て字やむずかしい固有を詞などの変換 
n 夕をずつ漢字に変換する(単漢字変換)」（►►己〇ぺージ） 


ひととおり文章を入れたおとで漢宇にずる 


m 今日巧きます 

1 「さよラいをまず J とひ6びなで入れます。 


■■ ■ 

:•よぶ々，. 


ID (2) と巧しまず。 
「きょうしりを「きょう」 
という言実に区切るた 
めです。 

r きょう」ぴ巧日」にを 
巧されました。 


を巧します。 


「きようい J と r きます」という2つの言害と 
認識したため、 r 驚異」と変換されます。 

r 馬貢」び反窗します。 


り**が r 

am ず* 


ぷ1つ目ので節び目的 
の漢字に正しく変換 
ごれているとさは. 

〇を押して正しく 
巧換ごれていない文 
節に反転を移動して 
ください。最後の又 
節まで目的の漢字に 
正しく変換ご〇てい 

るとをは、 © を押して最後の文節にを移 
動して rww ) を巧してくださしん^び淀を 
します。 


4 CHD を巧しまず。 
^^「ろ曰」び確定されま 
す。 

「いきます」という言葉 
び残ったと認設したた 
め、 r 生をまず」に変換 
されました。 
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ク 

クジ 

ッシ 

シゴ朝ま 
ゴ丸明楷ぶ 


0 ぞ 

準おが休支 

標みがえ太 


I 夕宇の入力.夕宇の修飾 


ひらびな.カタカナを入れる 


ひ5がな.カタカナを入れる 





















































































































































漢き辞書を巧って文きを入れる(漢き辞書機献 


漢字の読みや、画数などから漢字を呼び出すことができます。 

漢字の巧び出しかたは、4種類あ D まず。 

• 「読み」 読みから該当する漢字を巧ぴ出します。 

-「総画勘」 が函数から該当する漢字を呼び出します。 

-「部首」 部首から該当ずる漢字を巧び出しまず。 

-「区点コード」 J 旧区点コードから該当する漢字を呼び出します。 

漢字苗書機能はで字が入力できる画面および夕面' 巧を（「読み」および r 郵煩番号」入力時を除く）のを 
メニュー画面か5入ることがでをます。ただし、夕字が未確定のとをや、漢字に変換している途中で 
は漢字苗書は使えません。 

•漢字巧書詳細表示について 

巧ぴ出した漢字については、巧のよラな詳細な情報が表巧されます。 


画! 

部 


音読み 
JIS 区点コード 


「一」よ D 後ろは 
を D びなです 


この画面では CcXi ジを押して、 


r § i を朽 I 回か巧して、 r 巧をまず」にしま 
ず。 

齒を巧ずにびに、 


「いさます J の候 ffl び 
巧々に表示されます。 



r 巧をます J になった 5、 riin を巧しま 
ず。 


r 行をます」び巧定され 
ます。 



同じ読みのおる漢字(同音異義語)を選ぶ 


複数の漢字が当てはまる「読み」（同音異義語)を選ぶ方るを説明します。 

固 J 公園 

1 I ■こラえん」とひ6がなで入れまず。 


■■ 

: Lit ',、 


を阿回か巧して、「公副にします。 



(■§1 を巧しまず。 

「こ5えん」に合った漢字の候巧び表示されま 
す。 


r 公国 J になった5、 [ ミ巧1 を巧します。 

r 公国」び確定されます。 


学習な能について 

「こうえん」とい5読みを r 公国 J でお定したとします。次回 r こうえん J という読みで変換すると、「公国」び 
一番はじめに表示されます。これは.前回使ったま字を本おび覚えているためです。 

このよ5に、前回巧った漢字を最初に表示することをぎ留機能といいます。 


1文をずつ漢字に変換する(を漢字変換) 


むずかしい漢字や珍しい固有を詞などは、を巧してち正しく変換されません。このよラな場を、 
1夕字ずつ目的の漢字に変換します。 

m 敦廣(あつひろ） 


r あつひろ」をひ6がなで入れまず。 



を巧回か巧しまず。 
巧回押してち. r 敦 J に 
変換されません。 


色1过を巧します。 
「あつ」に合った漢字げ 
し、< つか表示されま 
す。 



の © ののを何回か巧して、目的の漢 
字を還び、 min を巧します。 
r 敦」び植定ご n ます。1:が-け'1 — w — 


手順3か5 4と同様の操作をして目的の漢 
字(廣を選び、を巧しまず。 


J 旧区なコードとは 

ワーフ□やパソコンなどのコンピューターお器は、ま字をま号で管巧しています。き哥 sr 区 J と「点」に分 
かれていて、漢字1つに巧して4つのが字び割 D 当て50ています。コードま号は JIS 規格で定められて 
います。215ページからの巧蔵漢字一旁をご参照くだごい。 


.>•* •k'*' 

la:,, ; 

|fi：i 

■ 

win 





人をや化をなどで使われる 
特別な読みかた 


表をを切り替えることびでをます。 


ひ百がなを漢をにずるルール 

「よみ」を入れる 漢字に変える 巧定する 

こうえん ^ MM を援 

_ I -» -4 

ご S に r じゾ 1を押すと、「こうえん」に当てはまる 
ほかの候補び表示ごれます。 V ：ろを巧すと.前 
に表示されていたお巧の夕字び表ホごれまず。 


巧換中に文をを巧違えた百… 

巧換中に文字の間違いに気がついた5、@を巧してください。 


醒 

(isQ 

今 


^ iU ) 

-> 

■ 


変換前の「よみ」のげおに戻る 入力した「よみ」びミ肖える 

文字を訂正することげできます はじめから、入力し直すことびで 

をます 


ちいどお0の勇をにを巧されないのはなぜ？ 

ホのようなことがちえ5れます。 

• 「遇（しゅう）」を r しゆう」と入力している 
• 「図（ず) J を r ： りと入力している 

かなで入れた文草を漢字に巧巧するとをのポイント 

四 J 棠町 

① r さかえちよう」とひ5びなで入れます。 

さかえちよラ ■. 

③浸を巧します。 

因町 . 

⑤最をの交節まで目的の漢字に正し<を巧ごれたときは、0を巧して最をの文節に反坛を移®してくだ 
さし、。 

ここでは（■。を1回巧します。 

を团 . 

み I 実 ID を巧してまミを庭をしまず。 

巧巧国 . 


贷©⑤® 


辱 


こクえん I□須 


コウエン 

I 

富遠 


に遠 

1 

勇ま 


巧巧 公ち 


ま字にずる 


ま宇辟書を淀0て文字を入れる(漢宇辟宝屬能) 


漢宇に^2|$ずる 


1夕字ず0漢宇に^2|$ずる(お漢字を換】 



























































































































































読みか 5 呼び出ず 


燃画がか5巧び巧ず 


J 旧区点コードか5巧び化ず 


11「ぎ」という漢字を呼び出す 


入力したい位置にカーソルをさわだて、 
醒 I を巧します。阿 



で「区点コード J を涅び、 ri ~ m を 
巧します。 



「宰」①区点コードは「2183」なので 
回山山国と巧し、 LUU を巧しまず。 
「華 J とい5漢字についての詳細び表示されま 
す。 

r 巧蔵萬字一好 

►►21已ぺージ 

[実行1 を巧します。 
r き J という漢字び入 D ます。 


部首か5呼び出ず 


m 「挙」という漢字を呼び出す 


入力したい位置に力 

團を巧します。 


-ソルを合わせて、 


® C 5) の0を巧して国にし、 CUE ) 



を巧しまず。 



r 手」び部首の漢字の一 
寬び表示されます。 

■INI ■■ 

* か？ 

[»«: キ； 

HMR 
が白 

KjA コード 


rutwmuwrm 

把れ份な知が } 曲 
が miw 巧が pm 

wcmirffis} 誦 
が fWWiMT 械 imtt 

mifttr 


WrtmT 


の。で r 部首 I ぞ涅び、 r 実行1 を巧しま 

ず。 



@© CDCE > を巧して國こし 、 CUD 
を巧しまず。 

「宰」とい5漢字についての詳細び表をご打ま 
す。 

run を巧しまず。 

階 J といラ漢字び入ります。 

部首びわか D に < い漢字については本巧の部首 
な列でを呼び出せるちのびあ D ます。 

(例：「岩」は r 叫でも巧 J でも呼び出せます。） 


「李_!の部首の「手_!は4画なので应] (3 と巧 
し、 run を巧します。 

4画の部首の一寬び表示ごれます。 

@または©で部首の画技!を指をすることち 
でをます。 


データに続きびあるときは 
(2^(2) を掉すと続きを見 
ること扫で•をます。 


■'な-巧’ 

(in を*択 

< o . w « n - 

nan f 文1■斤 I 
方と口田 H 木欠止で 
ft # 比化、*心 
に父交 H が中たモ本 


11 r ぎ」という漢字を呼び出す 


入力したい位置にカーソルを合わだて、 

國を巧します。！^ 



©© の CE) を巧して到：:し、 rwm 
を巧しまず。 

「掌 J とい5漢字についての詳細び表示されま 
す。 

SH ] を巧します。 

階」という漢字び入 D ます。 


2 @@で「読み」を選び、 sm を巧しま 

ず。 - 



r あげる」と入れて、 run を巧しまず。 

「をげる J と読む漢字の 
一ちげ表示されます。 

データに続きげあると 
きは <5)©挪すと 
続きを見ることびでき 
ます。 

■ ま宇の「読み」の入力 
ではお助けで字お能 
は使用でをません。 

■ «大7で宇まで入力でをます。 



m 「挙」という漢字を呼び出す 

1入力したい位置に力ーソルを合わせて、 
g ) を巧します。 



0(5) の®を巧して國こし 、 rwi 
を巧しまず。 

「拳 J とい5漢字についての詳細び表示ごれま 
す。 

r ^ iri を巧しまず。 
r 掌 J とし1ラ漢字び入 D ます。 


0© で r 糊画数を選び、 CUD を押し 
ます。 





の应)と入れて、屋互]を巧しまず。 
rT ) または (2) で画な 
を指定することちでき 
ます。 

10画の漢字の一ちび 
表示されます。 
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•読みでの横索は r 音読み J 、 「訓読み J 、 「人をや地ちなどで使われる特別な読みかた」のいずれでちち索で 
をます。 

•フォントのデヴィンによ D 同じ漢字でを字のおび異なることびあ D ます。 

•部首は代表的なちのを採用していまず。ぎ説によっては別の部首とするちのもあ0ます。 

• J 旧かの漢字の区点コードは r -」と表示さ〇ます。 

• J 旧規格には収録されていてち、多くの苗書で読みを意巧を不明として取り扱わ〇ている漢字は r 音義未 
詳」と表示されます。 

•漢字屏爵機能で呼び化した場合は、漢字の宇習磯能 (48 ページ)ははたらきまはん。 

•文字び入力されたとをは、そのとをのカーソル巧置のサイスや色などに合わせて入力さ〇ます。 
•単位のち称を漢字で表すちの(ホ：メートル、弗：ドルなど）は訓読みに含め、ひ S びなで表示していま 
す。 


ま宇辟書を淀0て文字を入れる(漢宇辟ま屬能) 


ま宇巧書を使つて夕宇を入れる(漢宇巧室屬能】 


ま字苗書を梗つて文宇を入れる(ま字苗書機能) 


ま宇巧書を使つて夕宇を入れる(漢宇巧書機能】 
















































































































ほ脚ヮ惦臥化にくい文き雜単に入れる(細肋きキ -) 


お助け夕字糖能を使うと、「を」や r ヮ」などの入力しにくい夕字や、 J に列の漢字を圈単に入力できま 
す。 

「お助けで字一宾」►► 228 ぺージ 


「を」 


入力したい位置にカーソルをさわせて、 
を巧します。 



**»** 


で「を」を還び、 CHID を 

巧します。 
r 系忍び入ります。 


© © で r 入れにくい巧字 J を還び 
CUE ) を押しまず。 

J 旧 1 U 列の漢字を入力 
するとをは、リ旧かの 
ま字」を還びます。入 
〇に<い文字の一ちび 
表示されます。 



アルフアベットを入れる 


画面ち上が「巧大」または「巧ル」となつているときは、アルファベジトを入れることができます。かな 
入力、□ーマ字入力どちらでち操作は同じです。 

教字はテンキー(教字キ ー) を巧して入れます。ひらがなび入る状態、アルファベットが入る状態、ど 
ちらでら入力ずることがでさます。 


アルフアベツトの大义宇を入れる 


m AKI 


睦型)を何回か巧して、画面も上に「英大 J を 
表示させます。 


M I 


I ク「區3巨3区!)と巧しまず, 

L J ア II ,つマべ IV K •は王一円! 


* アルフアベツトはキ ー 
を巧したと同時にその 
文字に巧定されます。 



アルフアベツトのか文字を入れる 


例 I aki 


區苗!を巧!回か巧して、画面ち上に慎か」を 
表示さだます。 




区 go と巧しまず。 
アルフアベットは キー 
を巧したと同時にその 
文宇に確定されます。 



feA *) を巧しまず。 
か文宇び入ります。 



大义さとルタをの入力を切0替えるには 

画面ち上に r 巧大」び表示ごれているときに ( SD を巧すと、ル文字び入力できます。また.画面ち上に「巧 
か」と表示されているときに控を巧すと大义字び入力でをます。 

，(カンマ）.（ピ U オド）を入れるには 

画面ち上び r 巧大」または r 巧か」となっているときに、巧のキーを巧します。 

カンマ ： tij ピリオド： Gj 


数字を入れる 


例 J123-4 已巨 7 


の回国仁)匹)固面のとがします。 
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アルファベットを入れる 


「る」や「ワ」など入力しにくい夕宇を箇おに入れる(お助け夕宇キ I ) 


アルファペットを入れる 






















































































































聞違えた文字を直ず 


文字を直ずときは、間違った夕字を消してから、そのまま正しい夕字を入れます。 

m 「ゆきこ」を「ゆうこ」に直ず 


@(2) を何回か巧して、直す文字にカー 
ソルをさねだます。 


17** 

社 ■ 




正しいで字を入れ， [実行1 を巧します。 
「引げに」の卽こ入り 
ます。 

すでに入っている夕字 
を消さずに、巧しい又 
字び追加ごれます。 


喧1固を 巧します。 

「を」び削除ごれ、「こ」がつま D ます。 


巧違えた义字を消ず 


夕宇を1文宇ずつ消ずとをのち法を説明します。 

m 「ひつここし」のに」をミ肖して「ひっこし」に直す 


を巧回か巧して、消したい巧字に 
カーソルを合わせまず。 


画固を押します。 
「ひっこし」にな D ま 
す。続けてで字を入れ 
るとをは、文章のおわ 
D まで カーソルを 移動 
させます。 



※最後に入れた 文字を 消すとさは 匯画を 巧します。 
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記号を入れる_ 

普通の夕字のほかに、レろいろな記号を入れることがでをます。 


—に印刷されている記号を入れる 


普通の文字のほかに、キーに印刷されているいろいろな記号を入れることがでをまず。記号を入れる 
と去は、アルフ アベッ トび入る状態にしてから入れます。 


X 


TEL] 


キーに印刷されている記号 


例 I 于 


网 を円!回か巧して、画面ち上に傑大」ま 
たは r 英ル」を表示させまず。 

□-マ字入力になって 


〇を押します。 


いるとをは.この揉作 
は巧ラお室はち D ませ 




キーに印刷されていない記号を入れる 


普通の夕字ゃキーに印刷されている記号むベの記号を入れることびでさます。 

記号は、巨つのグループに分かれています。210ぺージの r 記号一覧」を見なびら、使いたい記号が 
どのグループに入つているかを確かめてください。 


グ¥感⑩ 


m ★(グループ：一般） 

1歷1)を巧します。 



2 の凤で「一殺 J を選び、 rwiTi を巧しま 





〇〇®©を何回か巧して「★」を探 
しまず。 


rsiii を押します。 


*■. 


文字を巧違えたとまは 

夕字を間違えて入れたときの直しかたを説巧します。 


义をの巧けているところに文をを追加ずる 


を [1 「あた」を r あさた」にする 


© CE ) を巧して、追加するところに力一 
ソルをさわせまず。 


文字を入力して、 run を巧しまず。 



すでに入っている文字 
をミ肖さずに、新しい文 
字び追加されます。 


g—' ■ 1 

が B 


I 「文字をまとめてミ肖す」ことをでをます。（►►72ページ） 


文字を間違无たとさは 



記号を入れる 
























































































































































巧字作が画面でか字を作がします。 


0©<3 XE ) を巧して、作った外字を登 
録する場所を選びます。 

すでに外字び登録ご打ている場巧を遅ん 
で I 実巧1を巧ずと、上書をの確認メッ 
セージび表示で〇ます。 

run を巧します。 

登録のメッセージびき示され元の画面に房 D ま 
す。 


外字が完成した5、 (5 in を巧しまず。 



本煤にある义字を利用して作る(参照作が) 


m 本機の夕字 ri 」 を利巧して、田を作る 

1 文字を入力でさる画面で、 CD を巧しまず。 

2 ( SKD を巧して、「1」に力-ソルを合わせ 



3居罰區置と巧します。 


4 0)(2) で「作肋を還び、 SS を押しま 

1す。 



自分で作った义字を巧5 


カーソルを移動 
ごせるとさは 

<2|(3©@を巧して力- 
ソルを移動します。 

点を1つ塗りつ 
ぶすとさは 

カーソルを目的の位置まで移動 
し. QJ (黒)を巧します。 

点を1つ消すと 
きは 

塗 D つぶした点までカーソルを移 
動し， （ D (白)を巧します。 

線を巧くとさは 

( D ( 黒)—11〕(連続入力)と巧し 
てか己、カーソルを移動します。 
カーソルの移動に合わせて、續び 
巧かれます。 

綜をおすとをは 

图(白)—国(連続人力)と巧し 
てか己、力ーソルを移動します。 
カーソルの移動に合わせて、綜び 
ミ肖されます。 


>本機の中にある文字を利用して作る(を照作巧） 

’「^」や「&」のよラに、既存の文字び利用でさるとをは、このち法び便利です。 


>はじめから自分で作る(巧規作が） 

…はじめからがしい文きを作るとき。 


自分で文きを作る(か字） 


^や正などのよミ 
きとぃぃます。 

^3 か字は日つまで本ち 

W 参内字はこぅゃ 


や正などのように、本構にない文字や記号を自分で作ることびできます。自分で作った文字をベ 
といレます。 

は己つまで本獲の中に登録(記憶）しておくことがでをます。 


つて作0まず 

本機の文字•記号などはすべて点（ドット)の集ま D です。点を1つ1つ塗りつぶしたり、消したりす 
ることにより、自由自在にで字を作 D ます。 



か字を作る方法として;欠の吕つびあ D ます。どんな列字を作るのかによってち法を選びましよラ。 


文字び入力でさる画面で列字を入れたい位 
置にカーソルを合わせます。 

尼盈)區宣)と巧します。 


G )© で「呼化 J を進び、 sm を巧しま 
す。 


〇〇®®で、呼び出す巧字を遅ぴ、 
[ち巧1 を巧しまず。 

呼び出しに字を削をするとをは.通常ので字 
と同じ方法で消します。 

r 間違えたで字を消す」 

►► 62ぺージ 
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はじゆか5自分で作る(新規作が） 


邸田 


で字にカーソルび合っていないが態で、 


GX 5) で r 作が!を選び、 CUD を巧しま 
ず。 


•• • 

力ーソル… IF 

RK を娜 

す。 

m 

スケール’’- 

作戊 

現在カーソルびどこ> 

俯 

m 

にあるのかを示しま 

す。力ーソルの動き* 


に合わせて動をま 


す。 - 


夕^を巧ホ 

I :n 2 :巧 
3 : 力 


自分で作った义字を修正する 


例 I スー回 


文字が入力でをる画面で長置)匿置と巧し 
ます。 


2 CS ) C 5) で「修正」を遣び、 fWW ) を巧しま 
す。 


®<5> CD ©。 修正するか字を遅び、 
(ミ巧1を巧します。 


6己ぺージ①手順3か5の操作を行い、列字 
を修正し、登録しまず。 



:自分で作った义宇を削除ずる 

] 

が字を夕章の中に入れていたとをに、その登録した外字を削除すると、文章の中の外字は空白で印刷 
されます。 

1 で:字び入力でさる面面で信訊1區哥と巧し 

3 (5)©运)@で、削除する巧字を适ぴ、 

ます。 

run を巧しまず。 


の巧で r 削除 j を選び、 rwm を巧しま 
す。 

I 成 —I 


[ミ巧1を巧しまず。 
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字作成画面で LU (黒）または LU (白）のどち己かび指定ごれているとをは、 ©( 連統乂力）を巧すた 
びに連続入力を「する/しなし1」び切〇替まられます。 

•斟めち向に連続してドットを塗りつぶした0消したりすることはでをません。辭めち向に塗0つぶした 
D 消したりするとをは.1ドットずつ巧ってください。 
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自分で文字を作る(外字】 


自分で文字を作る(か字) 










































































































文字を修飾する 

本機は、夕面の r 見出し J と r テキスト」（►►143ぺージ)で書体(フォント)や夕字のおを指定したり、 
色を変えることびでをます。 


文字の書巧を変える(フォント） 


文字を入力でをる画面になつていることを確認してください。 


ああ ああち 


毛筆指書 毛筆滿 


文字を入れてか5、担!這を押します。 


17^ 

っ1 


ぶち 


3 @ CE ) で書巧を遇び、 CUE ) を巧しま 
ず。 


みん 


〇© CD ® で「フォンりを還び、 
run を巧します。 



で書巧ををえたい最巧の文字を選 
び、[ミ巧1を巧しまず。 
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で書巧を変えたい最を①文字を遺 
び、 run を押します。 


AI «■ I 

mtm - 


毛筆流里体は他のフオントに比べてで宇び 
かさくデヴインされています。で面のテキ 
ストに利用する場合はごを意ください。 


•書体を指定した文字のすぐ前に文字を這加すると、追加した文字ちその g 巧になります。 


m もぃうえお 

T 

かづシック化を指定 


♦いうえヴぞくけこお 


追加した文字ち丸ゴシック体となる 


•文字が何ちない部分に書ホを指定すると、そのあとに入れる又字すべてびテの g なにな D ます。 

邸]みぃ- 4 A ぃラえおクタくけこ 

T T ' - T - ' 

モ筆指* この部巧に丸ゴシック巧を指を 丸ゴシックおになる 

列字」 （64 ページ)で作成した文字に、書体を巧定することはでをません。 
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圓 


义宇のちををえる(文きを） 


文面の r 見出し」と「テキスト」で文字を入力できる画面になつていることを確認してください。 
•指定でさる色 

黒ホ摄青桃色空をのち白 


义字のおを巧える(义字体:） 


夕字を入れてか5、睦這を巧します。 


— I が 

Ml 

• ’ —aa 


© O でちををえたい最初①夕字を還 
び、[ま巧1を巧しまず。 


。が 


に苗¢5) ©©で r 文字色 J を遅び、 
[実巧 I を巧しまず。 

色の種類び表ホされます。 


で色を選び、 CUE ) を押します。 


@ CE ) でちををえたい最後①夕字を還 
び、 rwin を巧しまず。 


贵 ^ * •’で 

tm Iff t 

W か 


xw • 
■IRR-t 


文字色の「白」はコ y ントフ U ントで写真の上に夕宇を合成する場合にご利巧ください。 

※白い文字部巧はインクによる印刷をしないことによって、その部分の紙の化色び見えるよラに印刷する 
ちので、白いインクで印刷するちのではあ D ません。 

※又面など白い背景の上に白い文字を配置してを、巧ち印刷さ打ません。 
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夕面の r 見出し」と「テキスト」で文字を入力でさる画面になつていることを確認してください。 

あ蟲 ） 纔あみ 


標準 白巧を 

文字を入れてか6、區岛を巧します。 




わ 

, 

ん. -m 


( DO で夕字のおを変えたい最巧①で字 
を遇び、 mn を巧します。 


,7»r. rr*、-. 

•n t 


(5)© CDCE > で r 巧字巧」を遅ぴ、 
[実巧1 を巧しまず。 

义字体の種精び表示ご 
れます。 


い?， •• 

恆 ftj を* A 


で夕字のおを変えたい最後の文字 
を遅び、 SUD を巧します。 



CD © でで字のおを選び、 mn を巧し 
ます。 



•文字体を指定した义字を標準の文字に戻すときは、手順3で r 標準」を違びます。 

•「テキスト」に文字体を指定ずると、文字によってはを〇いに印刷されないことびあ D ます。はげきなど 
に印刷する前に，必ず試しが刷を行って、仕上び0を恒認してください。 
xr ち筆流匿巧 J (68 ページ)と r 列字」 （64 ページ)で作成した文字に、文字巧を指定することはでをません。 


















































































































J 、 （ 11 行 1 を巧しま 
「いいえ」を違び、 
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文字を大きくして確認する(はつきりズーム) 


文字入力画面で、入力してし巧文宇を大きく表示します。画数のをい漢字の細かい部おなども確認す 
ることびできまず。漢字巧書や単漢字変換の漢字惧巧中に使うと厘利です。 


で確認したしぶ字に力- 
ソルををねせます。 


i 固を巧します。 

手順1で違んだ文字び 
拡大されます。 



このときを巧すと' 表示フォ 
ントををえて確認することびでをます。 

表示フォントは「ゴシック」 r 丸ゴシック」口月朝 J 
r 植含」協图の5種類です。 

元の！®に戻るには， [実行し臥 、または 
( i ! k ) 挪しな。 

• 巧ので字は抵ブ:表示できません。 

• で字入力画面巧ので字 
•確定されていないで字 
•巧行マーク 
• 漢字南書想龍の部首 
• 巧大表示中にフォントを変えて它、で字 
入力画面でのフォントはを〇〇ません。 


を選び、 I ミ巧1 を巧 


文字をまとめて消す 


文字を範囲をミ夫めてミ肖したり（部分消去)、入れた文字を全部消ず(を夕消ま)ことができます。 


乾囲をミ夫めて消ず(部分消去） 


文字力み力してある画面になつていることを確認してください。 


睦苗を巧します。 


—，が 

W * 

• r-l-rr 


のので r 部分ミ肖去」を選び、 fnW ) を巧 
します。 


の©®@で r 消ま」を選び、度互] 
を巧します。 



でミ肖したい最巧①文字を遇び、 
I ミ巧1を巧します。 



CD ® でミ肖したい最後の文字を遺び、 
I 実巧]を押します。 


八* 

4麵 ■ 


■■ ■ 

作おじな。た 


入れた义字をを部消ず(全文消去） 


文字力 i 入力してある画面になつていることをお記してください。 


睦边を巧します。 


Ml 


の <2> で r を文ミ肖左!, 
しまず。 


で n れリを選: 
ず。 

房作を中止するとをは. 
し実巧 J を巧します。 


2 で「ミ肖去」を還び、度互] 

を巧します。 


文宇をまとめて消す 


文字をまとめて消ず 


文字を大きくして確認ずる(はつをりス—ム) 




































































